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キム・ホジク

キム・ホジクは深
しん

呼
こ

吸
きゅう

しました。それはホジクがアメリカ合
がっ

衆
しゅう

国
こく

の大
だい

学
がく

で
研
けん

究
きゅう

したり教
おし

えたりする，最
さい

初
しょ

の日
ひ

でした。
ホジクにとって，学

まな

ぶことは大
たい

切
せつ

なことでした。ホジクは栄
えい

養
よう

学
がく

についてでき
るだけ多

おお

くのことを学
まな

びたいと思
おも

っていました。そうすれば，自
じ

分
ぶん

が生
う

まれた場
ば

所
しょ

である韓
かん

国
こく

の人
ひと

たちの生
せい

活
かつ

をさらによくすることができます。
ホジクは本

ほん

の入
はい

った箱
はこ

を持
も

って階
かい

段
だん

を上
あ

がり，自
じ

分
ぶん

の新
あたら

しい研
けん

究
きゅう

室
しつ

に入
はい

りま
した。
「やあ」と，となりの研

けん

究
きゅう

室
しつ

から男
だん

性
せい

が声
こえ

をかけました。「ぼくはオリバー。ぼ
くもここで研

けん

究
きゅう

しています。」
「はじめまして」とホジクは言

い

いました。
数
すう

週
しゅう

間
かん

がすぎました。ホジクとオリバーは友
とも

達
だち

になりました。二
ふた

人
り

は自
じ

分
ぶん

が
学
まな

んでいることについて話
はな

し合
あ

いました。ホジクはオリバーが決
けっ

してお酒
さけ

を飲
の

ん
だり，たばこをすったりしないことに気

き

づきました。オリバーは日
にち

曜
よう

日
び

に仕
し

事
ごと

を
することもありません。どうしてだろう，とホジクは思

おも

いました。
ある日

ひ

，ホジクはオリバーから本
ほん

をもらいました。それは信
しん

仰
こう

箇
か

条
じょう
についての

本
ほん

でした。「この本
ほん

はぼくが信
しん

じていることについて書
か

いてあるんだ」とオリ
バーは言

い

いました。「もっと知
し

りたくなったら，ぼくに教
おし

えてよ。」
ホジクは 1 週

しゅう

間
かん

もしないうちにその本
ほん

を読
よ

み終
お

わりました。オリバーは別
べつ

の
本
ほん

をくれました。モルモン書
しょ

という名
な

前
まえ

の本
ほん

でした。ホジクはそれもすぐに読
よ

み
ました。ホジクはオリバーと一

いっ

緒
しょ

に教
きょう

会
かい

に行
い

き始
はじ

めました。けれども，バプテス
マをほんとうに受

う

けたいかどうかは分
わ

かりませんでした。
間
ま

もなくして，オリバーが大
だい

学
がく

を去
さ

る日
ひ

がやって来
き

ました。ホジクは廊
ろう

下
か

でオ
リバーに会

あ

いました。「神
かみ

は特
とく

別
べつ

な理
り

由
ゆう

のために，君
きみ

をここにみちびかれたにち
がいないよ」とオリバーは言

い

いました。「でもそれは君
きみ

が自
じ

分
ぶん

の国
くに

の人
ひと

々
びと

に栄
えい

養
よう

学
がく

について教
おし

えられるように，というだけではない。君
きみ

は福
ふく

音
いん

についても教
おし

え
る必

ひつ

要
よう

があるんだ。」
ホジクはオリバーの言

こと

葉
ば

について長
なが

い間
あいだ

考
かんが

え続
つづ

けました。やがて，ホジクは
バプテスマを受

う

けることに決
き

めました。ホジクは，ジョセフ・スミスが 122 年
ねん

前
まえ

にバプテスマを受
う

けたのと同
おな

じ川
かわ

でバプテスマを受
う

けました！
学
がっ

校
こう

を卒
そつ

業
ぎょう

した後
あと

，ホジクは韓
かん

国
こく

に帰
かえ

りました。家
か

族
ぞく

と福
ふく

音
いん

を分
わ

かち合
あ

えるこ

教
きょう

会
かい

機
き

関
かん

誌
し

ルーシー・スティーブンソン・イーウェル
（ほんとうにあったお話

はなし

をもとに書
か

かれました）

イ
ラ
ス
ト
／
ア
リ
ッ
サ
・
タ
レ
ン
ト

世
せ

界
かい

各
かく

地
ち

の 開
かい

拓
たく

者
しゃ

た ち

とに，ホジクの心
こころ

はおどりました。ホジク
はほかにも多

おお

くの人
ひと

たちに，末
まつ

日
じつ

聖
せい

徒
と

イ
エス・キリスト教

きょう

会
かい

について教
おし

えました。
ホジクは指

し

導
どう

者
しゃ

になりました。そして
教
きょう

育
いく

と政
せい

府
ふ

の大
だい

事
じ

な仕
し

事
ごと

につきまし
た。ホジクは自

じ

分
ぶん

の国
くに

の人
ひと

たちがもっ
と栄

えい

養
よう

のある物
もの

を食
た

べられるように助
たす

けました。人
ひと

々
びと

の生
せい

活
かつ

に変
へん

化
か

をもたら
したのです。
けれども，ホジクはもっと大

おお

きな変
へん

化
か

をもたらしたいと思
おも

っていました。韓
かん

国
こく

では宣
せん

教
きょう

師
し

が教
おし

えることがゆるされてい
ませんでした。ホジクはそれを変

か

えた
いと思

おも

っていました。宣
せん

教
きょう

師
し

が韓
かん

国
こく

で
教
おし

えるのをみとめてほしいと政
せい

府
ふ

にた
のんだら，問

もん

題
だい

にまきこまれるかもしれ
ないことは分

わ

かっていました。けれど
も，それにはやるだけのかちがあること
をホジクは知

し

っていました。ホジクはす
べてをなげうってでも，韓

かん

国
こく

に福
ふく

音
いん

をも
たらそうと考

かんが

えました。
ホジクは宣

せん

教
きょう

師
し

が韓
かん

国
こく

で教
おし

えるのを
みとめてほしいと政

せい

府
ふ

にたのみました。
すると，政

せい

府
ふ

はよいと言
い

いました！ すぐ
に宣

せん

教
きょう

師
し

たちがやって来
き

ました。ホジ
クは宣

せん

教
きょう

師
し

たちがもっともっと多
おお

くの人
ひと

たちを教
おし

えられるよう助
たす

けました。
オリバーは正

ただ

しかったのだとホジクは
さとりました。ホジクは福

ふく

音
いん

について学
まな

べるよう，大
だい

学
がく

につかわされたのです。
神
かみ

が自
じ

分
ぶん

を祝
しゅく

福
ふく

して，福
ふく

音
いん

と，福
ふく

音
いん

を
分
わ

かち合
あ

う機
き

会
かい

をあたえてくださったこ
とに，ホジクは感

かん

謝
しゃ

しました。●

韓
かん

国
こく

は 
東
ひがし

アジアの国
くに

です。

今
こん

日
にち

，韓
かん

国
こく

には 
8 万

まん

8,000 人
にん

以
い

上
じょう

の 
教
きょう

会
かい

員
いん

がいます。

首
しゅ

都
と

ソウルには 
神
しん

殿
でん

もあります。

ホジクの子
こ

供
ども

たちは， 
韓
かん

国
こく

でバプテスマを 
受
う

けて教
きょう

会
かい

に入
はい

った 
最
さい

初
しょ

の人
ひと

たちに 
なりました。

ホジクは 
信
しん

仰
こう

箇
か

条
じょう

を韓
かん

国
こく

語
ご

に 
ほんやくしました。

キム・ホジクは 
大
だい

豆
ず

の栄
えい

養
よう

価
か

の 
専
せん

門
もん

家
か

になりました。

神
かみは特

とく
別
べつ

な理
り

由
ゆう

のために，ホジクをそこにみちびかれました。

韓
かん

国
こく

の最
さい

初
しょ

の教
きょう

会
かい

員
いん


